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検 視 ⑪訴法第29わ 警察による死体見分
(死体取扱規貝J第4 6条 )

犯罪死体及び
その疑いがある死体

行政 (承諾)解剖

遺族への死体の31き渡し等
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見通し臨上に資する死囲変明撻鷹
0在り方に関する研究会0験登

0漿 事局長の下に有識者の事究会
‐遺医学者、法医中毒学者、法菫学者、剰事法学

者 法ヽ務省鷲事課長等が構成員
・ 厚生労関省からも医事課長が参加

巖薄崎Ξl月 2多日経策1回尋留覆

0本 年7月毎日に、当面襲鰹静 目標
等をまとめた中間取りまとめ曇褒

0本 年度績 に、制度設計臨 最
終政りまとめの予定

中間取りまとめの概要
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